
 
議案第３号  

 

 瑞穂町地域公共交通会議条例の一部を改正する条例  

 

 上記の議案を提出する。  

 

  令和６年２月２９日  

 

           提出者   瑞穂町長    杉  浦  裕  之  

 

 

（提案理由）  

 瑞穂町地域公共交通会議を地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律（平成１９年法律第５９号）に基づく協議会として位置付け

るため及び道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の改正に伴い、

条例を改正する必要があるので、本案を提出する。  

 

 

   瑞穂町地域公共交通会議条例の一部を改正する条例  

 

 瑞穂町地域公共交通会議条例（令和元年条例第６号）の一部を次

のように改正する。  

 

 第 1 条を次のように改める。  

 （設置）  

第１条  道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）及び地域公共交

通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）の

規定に基づき、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に

資する地域公共交通の活性化並びに地域における主体的な取組及

び創意工夫並びに地域の関係者の連携と協働を推進し、地域の実  

 

 

 



 
情に即した輸送サービスの実現に必要な事項を協議するため、瑞

穂町地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）を置く。  

第２条第２号中「前号」を「前２号」に改め、同号を同条第３号

とし、同条第１号中「、運賃・料金」を削り、同号を同条第２号と

し、同号の前に次の１号を加える。  

（１）町の地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する

地域公共交通の活性化及び再生を推進するための事項  

第３条第２項中「、第３号及び第１０号」を「及び第３号」に改

める。  

附則第４項中「（昭和４１年条例第１０号）」を削る。  

 

   附  則  

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。  
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瑞穂町地域公共交通会議条例 新旧対照表 

新 旧 

(設置) (設置) 

第1条 道路運送法(昭和26年法律第183号)及

び地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律(平成19年法律第59号)の規定に基づ

き、地域旅客運送サービスの持続可能な提

供の確保に資する地域公共交通の活性化並

びに地域における主体的な取組及び創意工

夫並びに地域の関係者の連携と協働を推進

し、地域の実情に即した輸送サービスの実

現に必要な事項を協議するため、瑞穂町地

域公共交通会議(以下「交通会議」という。)

を置く。 

第1条 道路運送法(昭和26年法律第183号)の

規定に基づき、町内の公共交通環境及び住

民の移動の需要に即した、持続可能な輸送

サービスの確保その他の旅客の利便の増進

のために必要となる事項を協議するため、

瑞穂町地域公共交通会議(以下「交通会議」

という。)を置く。 

(所掌事項) (所掌事項) 

第2条 略 第2条 略 

 (1)町の地域旅客運送サービスの持続可能

な提供の確保に資する地域公共交通の活

性化及び再生を推進するための事項 

 

(2)町の実情に応じた適切な旅客輸送の態

様      等に関する事項 

(1)町の実情に応じた適切な旅客輸送の態

様、運賃・料金等に関する事項 

(3)前2号に掲げるもののほか、交通会議が

必要と認める内容 

(2)前号 に掲げるもののほか、交通会議が

必要と認める内容 

(組織) (組織) 

第3条 略 第3条 略 

2 前項に掲げる委員(同項第2号及び第3号 

   を除く。)は、代理人を交通会議に出

席させることができる。 

2 前項に掲げる委員(同項第2号、第3号及び

第10号を除く。)は、代理人を交通会議に出

席させることができる。 

第4条から第11条 略 第4条から第11条 略 

附 則 附 則 

1から3 略 1から3 略 

(瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正) 

(瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正) 

4 瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費 4 瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費
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用弁償に関する条例          

の一部を次のように改正する。 

用弁償に関する条例(昭和41年条例第10号)

の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 〔次のよう〕略 

  

附 則  

この条例は、令和6年4月1日から施行する。  

 


